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研究成果の概要（和文）：本研究では、東アジア、ヨーロッパ、及び中東地域を中心として、「身

分感覚」に焦点をあてた新たな視座から身分関係の比較歴史学的考察を行った。従来研究の中

心とされてきた経済的或いは法制度的な階層・身分の分析に止まらず、人々がどのように相互

の社会的地位を認知し、それに応じた振る舞いをしてゆくのかという具体的な過程に着目し、

絵画・小説・戯曲などの史資料を用いて、しぐさ・呼称・交際儀礼等に表現される上下感覚を

分析した。 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to make a comparative study on 
the patterns of social structure from the new perspective of “sense of social status”, focusing 
on the historical societies in East Asia, Europe, and Middle East.  This research not only 
analyzed the economic and legal-institutional aspects of the social status, which were the 
main object of previous studies, but also paid attention to the concrete processes in which 
people recognized others’ social positions and behaved according to those recognitions.  
Pictures, novels and dramas were used as materials to analyze the sense of social status 
expressed in gestures, forms of address, social manners, and so on. 
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１．研究開始当初の背景 
 従来の身分制研究は、主に一国史的な枠組
みのなかで、経済的あるいは法制度的な観点
から身分関係を分析することに大きな関心
を払ってきた。そのため、以下のような問題
点が生じていた。（1）それぞれの社会に生き
る人々がどのように相互の社会的地位を認
知し、それに応じた振る舞いをしてゆくのか
という具体的な認知と行為のあり方につい

ての分析が不十分であった。（2）必ずしも明
示的には表現・記録されない共有された社会
感覚のレベルに踏み込むことが困難であっ
た。（3）時代・地域を限定した固定的なモデ
ルを作りがちで、近現代にも存在する差別の
問題への関心や、異なる地域との柔軟な比較
の視点が往々にして欠落していた。本研究は、
「身分感覚」に着目した比較史的研究によっ
て、このような欠点を克服し、身分研究の新
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たな方向性を追求しようとしたものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、身分研究の重心を、人々がど
のように相互の社会的地位を認知（感得）し、
それに応じた振る舞いをしてゆくのかとい
う具体的な認知と行為のあり方に置き、それ
ぞれの社会において「生きられた身分」とい
うものを主たる分析対象として考察を行う
ことを目指した。具体的な分析対象としては、
しぐさや表情、呼称や交際上の習慣など、必
ずしも明確に意識化されない感覚の側面に
着目した。資料的には、絵画などのヴィジュ
アル資料や、小説・戯曲などを積極的に用い、
そこに表われる「身分感覚」を読み解くこと
を試みた。さらに、共同研究の方向性として
は、時代や地域ごとの差異、あるいは期せず
して現れる共時性を相互に比較考究するこ
とを通じて、一国史的な枠組みに閉じこもら
ず、人間の作りなす秩序の多様性を開かれた
視野のもとで考察することを目指した。単な
る事象並列的な「比較史」ではなく、比較の
方法論の明確化を常に意識した。 
 
３．研究の方法 
 具体的な研究の進め方としては、個々人の
関心に基づくテーマの研究を基盤として、毎
年 4 回程度の研究会を開催し、報告と討論を
行った。2010 年 9 月には、熊本での研究合
宿において、身分研究の方法をめぐる集中的
な討論のほか、阿蘇神社及び阿蘇社領山村の
見学を行った。 
 そのほか、お茶の水女子大学を会場として
下記のようなシンポジウムを開催した。（1）
「比較名望家論の可能性」2009 年 12 月、（2）
「ジェントリの起源――日本の武士と比較
して（The Origins of English Gentry in 
Comparison with Japanese and Eastern 
History）」2010 年 5 月、（3）「文学のなかに
身分感覚を読み解く」（2011 年 7 月、第 13
回国際日本学シンポジウムの第一セッショ
ン）。 
 
４．研究成果 
 共同研究を通じて共有された内容的成果
は次のようにまとめられる。 
（1）「身分感覚」の諸類型 

「身分感覚」という視点からみた社会的上
下関係に、いくつかの類型があることが確認
された。一般に日本では、「身分制社会」に
ついて、「諸個人が生得的に帰属するところ
の団体（たとえば家）によって、社会的分業
が編成されているような社会」（水林彪他編
『比較国制史研究序説』柏書房、1992）とい
った説明がなされることが多い。近年、日本
近世の身分制については、通説的な静態的・
固定的イメージを再検討し、身分制度の周縁

や動態に着目する研究が精力的に進められ
ているが（例えば「シリーズ近世の身分的周
縁」「シリーズ身分的周縁と近世社会」吉川
弘文館、などの論文集を参照）、そのような
見直しにもかかわらず、日本近世身分制度研
究において、「身分制」の問題は主に「身分
集団」を基盤として論じられているといって
よいだろう。こうしたタイプの身分制社会は、
フランスのアンシァン・レジーム下の社団国
家体制などとも一定の共通点をもち、洋の東
西を問わず普遍的に見られる前近代社会の
在り方であると考えられがちである。しかし、
同時期の中国においては、人々が生得的に帰
属する団体によって社会的分業が編成され
るという観念は基本的になく、職業選択の自
由度は高く、それにともなって階層的流動性
も高い。社会秩序の枠組みは強固な身分的上
下関係によって律せられているが、その上下
関係は集団を単位として公的に序列化され
ているというよりは、むしろ、民間のパーソ
ナルな支配従属関係の形成によって、分化し
てくる。たとえば、清代中国で「賤民」とい
われる代表的な存在は、奴婢、娼優（芸能者）、
隷卒（役所の召使）であるが、彼らは独自の
世襲的集団を形成するのではなく、主人や顧
客に対する服役的サービスを個々に行うこ
とによって賤視される。このような「賤」性
は、異質な集団として良民社会から隔離され
ることによって表現されるのではなく、むし
ろ、富貴な人々に密着してこれに奉仕する隷
属性として認識されるのである。 
 同じ身分関係といっても、「集団を単位と
する分業体制」を根幹とする身分のあり方と、
「服役（サービス）を媒介とするパーソナル
な支配隷属」を中核とする身分のあり方とで
は、それを支える社会感覚は大きく異なる。
こうした相違は、必ずしも国別の固定的類型
としてとらえられるべきでなく、同じ地域で
も時代によって異なり、また同じ社会のなか
にからみあいながら共存していることもあ
る。「身分感覚」の諸類型は、上記の二つに
止まるものではないが、比較を通じて、身分
感覚の様々なパターンを理念型的に精錬し、
グローバルな視野のもとで分析してゆく方
向性が示された。 
（2）「身分感覚」と制度化の問題 
 本研究の一つの焦点は「比較名望家論」の
可能性の検討にあった。必ずしも明確に制度
化されず、しかも地域社会において勢力ある
者と認知される「名望家」的な存在は、世界
史上のさまざまな時代・地域に見られるが、
そのような「名望家」を比較史的視野からど
のように分析するか、という問題である。 
 イギリスのジェントリ、中国の郷紳、中東
のアーヤーン、などを比較検討する過程で、
世界史の共時性の問題が浮上してきた。即ち、
制度化された身分制がくずれてくる世界史



 

 

的な変動期に、こうした名望家的な支配が現
れやすいのではないかということ、またさら
に、こうした名望家支配が社会のなかで重要
な意味をもって持続してゆくかどうかは、そ
れぞれの社会の制度的な編成のあり方に関
連しているということである。 
本研究には、近現代史を専門とする研究者

も参加したが、「身分」という語のもつ「前
近代的」という通念に無意識的に規定され、
前近代、とくに中世と近世が議論の中心とな
った。しかし、「身分」という語の通念的な
意味にとらわれず、「名望家」的存在に着目
するならば、近代への移行期における社会秩
序のあり方が重要な問題になる。そしてさら
に、前近代の「身分制社会」と近現代の「脱
身分制社会」という単純な対比でなく、「身
分感覚」を媒介に前近代と近現代とをつなぐ
新たな視点が得られるのではないかという
可能性が認識された。 
上記（1）（2）のような問題関心を共有し

つつ、個々の参加者のテーマに即して発表し
た業績は、2008 年度から現在までの主要な
もののみでも論文 34 件（内、英文 5 件、中
文 4 件）、図書 9 件にのぼる。また、3 回のシ
ンポジウム（内 2 回は国際シンポジウム）に
おいても、海外の研究者との間で方法的討議
を行うとともに、研究成果の広い発信を図っ
た。 
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